
水洗い 
できません 

特　長
● 温熱機能付き
 肌をあたためながら気持ちよく
 クレンジングと保湿ケアができます。
● メモリー機能付き
 電源が切れたときの電位のレベル
　 を記憶します。
● お知らせタイマー機能付き
 約45秒ごとに｢ピッ｣というブザ
 ー音でお手入れ時間の目安をお知
 らせします。
● オートオフ機能付き
 電源を入れて3分間放置または
 各モードが終了すると自動的に
 電源が切れます。
● 温熱ディンプルヘッドと背面
　プレートにはチタン材を採用
● ふだんお使いの化粧水・乳液
 などが使えます。
● 充電・交流式両用タイプ。
● リングも収納できる保護キャップ
 付き

日立保湿サポート器

型式CM-N840
シー エヌエム

取扱説明書

裏表紙が保証書になっています。

家庭用

保証書付き

お買い上げありがとうございます。
この「取扱説明書」をよくお読み
になり正しくご使用ください。
お読みになった後は大切に保存
してください。

1時間充電・交流式両用

4526044010035
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相性診断

初めてお使いになる化粧品は、パッチテスト(皮膚試験)
で肌のチェックをします。
(1) 腕の内側を石けんで洗い、タオル
 などでふきとります。

(2) 洗ったところに化粧品を塗り、
 48時間放置します。
 　10円硬貨大に薄く塗り、
 　自然乾燥させます。
 　パッチテストをした部分は、
 　水でぬらしたりこすったり
 　しないでください。

ふだんお使いの化粧品も含め、本器との相性テストで
肌のチェックをします。

塗布部に発疹・発赤・かゆみ・刺激などの異常が生じた
場合は、直ちにテストを中止して洗い流す。

●

●

肌のトラブルを防止するため、事前に実施してください。

(3) 異常のないことを確認します。
 48時間経過後に異常がなければ使用できます。

(4) パッチテストの結果、異常があった場合は本器でこの化粧品
 を使用しないでください。

(1) 腕の内側を石けんで洗い、タオルなどでふきとります。
(2) 16ページの使いかた｢ステップ2　温モイストアップ｣に
 従い、洗ったところに約10秒間あてます。
(3) 上記パッチテストの要領で、48時間経過後異常なければ
 使用できます。

注意
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使用前の準備

初めは、満充電されていませんので充電してからご使用ください。●

電源は必ず交流100-240Vで、付属の電源アダプターをご使用
ください。

●

充電中、本体と電源アダプターが少し熱くなることが
ありますが、異常ではありません。　

充電時間(1時間)
経過後、電源アダプターを
コンセントと本体から抜く。

ぬれた手で電源アダプターをコンセントに抜き
差ししない。(感電・ショートの原因)

浴室など水のかかるところや、湿気の多いところ
では使用しない。(感電・ショートの原因)

電源スイッチを｢切｣にして、
電源アダプターを本体と
コンセントに接続する。

●

海外にお出かけの前には、23ページの｢海外での使用について｣
でプラグの確認をしてください。

●

充電のしかた

プラグ部分を
持って抜く

充電表示ランプは
充電中：赤色点灯
充電完了後：消灯
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充電時間は1時間です。
1回の充電で約14回使用できます。
[全てのモードを｢強｣で使用の場合]
※周囲温度など使用条件によっては、使用回数が少なくなることが
　あります。

●

●

充電の時期

電源スイッチが「入」のとき充電表示ランプが点滅すると
充電催促の合図です。早めに充電してください。

つづく

使用になる前に

貴金属やコンタクトレンズははずす。
(肌のトラブル、体調不良の原因)

肌に傷や炎症がある場合は絶対に使用しない。
(肌のトラブルや傷みの原因)

蓄電池の性能を十分に発揮させるために、次のことを守って
ください。
1. 3か月以上使用しなかった場合は、充電してからご使用くだ
 さい。
2. 使用の都度充電しないでください。
3. 周囲温度が10～35℃で充電してください。
4. 家庭用以外の電源での充電はしないでください。
5. 充電中やご使用中、テレビなどに雑音が入る場合は、別の
 コンセントをご使用ください。 

温熱ディンプルヘッドの損傷（傷等）がないか
確認し、ある場合は使用をやめる。
(肌を傷つける原因)
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各モードと化粧品

　メイクはクレンジング剤で落としてください。

逆向きに取りつけないでください。無理に押し込みますと
はずれなくなりますので注意してください。

(1) 温熱ディンプルヘッドの保護
 シールをはがします。
(2) コットンをかぶせ付属のリング
 で固定します。

せまい方が上です。

リング

コットン

温熱ディン
プルヘッド

本体

▼

▼

モード コットンと化粧品
温クレンジング
(毛穴に残った微細な汚れ落とし)

温マスク
(乳液やシートマスクの効果をサポート)

ふだんお使いの乳液やシートマスクなどを肌に
つけて使用します。コットンは使用しません。

新しいコットンにふだんお使いの化粧水を含ま
せて使用します。

温モイストアップ
(保湿成分を肌に浸透させ保湿ケア)

新しいコットンにふだんお使いの化粧水を含ませ
て使用します。ゲル・ジェルタイプ、またはとろみ
のある化粧水の場合はコットンを使わずそのまま
化粧品を肌につけて使用することもできます。

洗顔でメイクや汚れを洗い流して、清潔にします。

本体にコットンを取りつけます。

●

●

使用前の準備

本体

　コットンは市販の化粧用をご使用
　ください。ただし、小さいコットン
　や厚いコットンは取りつけできない
　場合があります。

　リングは方向性があります。
　内側の周囲が広い方を温熱ディンプル
　ヘッド側にして真上から取りつけてく
　ださい。
　取りつけにくい場合は、リングの両端
　を傾かないように水平に押さえながら、
　奥まではめ込みます。

●

●

リング
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｢温マスク｣を含めた1日9分を超える使用は避けてください。

(1) 本器での肌のお手入れは、基本モードで1日1回6分間です。
 (各ステップとも1日3分を超えるご使用は避けてください。)

ステップ1

ステップ2

ステップ3

基本モード
（温クレンジング）

（温モイストアップ）

（温マスク）

ふだんお使いの乳液やシートマスクの
効果をサポートする機能です。

＜自動停止＞

＜自動停止＞

＜自動停止＞

（3分間）

（3分間）

（3分間）

｢弱｣,｢中｣,｢強｣は、お好みにより使用できますが、肌に
｢ピリピリ感｣を感じる場合は｢弱｣でご使用ください。
肌に異常を感じる場合は、使用を中止して専門医にご相談
ください。

●

｢温マスク｣は乳液の場合は1日1回、シートマスクの場合は
1週間に1～2回のご使用をおすすめします。

●

●

●

(2) メイクを落とした素肌に使用してください。
(3) 同一部位の使用は10秒を超えないでください。
(4) 肌の調子に合わせレベル切替ボタンを押して切り替えて
 ください。

本機はいつもお使いになる｢弱｣｢中｣｢強｣のレベルを記憶するメモ
リー機能を備えています。
詳しくは22ページの｢メモリー機能について｣をご確認ください。

●

リングの下部を押したまま
まっすぐ上げてはずします。

●

ご使用に際しては肌を傷めないために、次の事項を
お守りください。

リングのはずしかた。
リング
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各部の名称と働き
温熱ディンプルヘッド
(チタン材)

押すと｢入｣になり、再度押す
と｢切｣になります。
オートオフ機能つきで｢入｣
のまま3分間使用しないと
自動的に｢切｣になります。

形式：KHｰ55

コットンをセットして
肌に当てます。
使用中は振動します。
モード表示ランプ
(オレンジ)
電源スイッチを｢入｣にすると
｢温クレンジング｣が点滅し、
使用中は点灯に替わります。

押すたびにモードが
切り替わります。

モード切替ボタン

電源スイッチ(切/入)

本体ソケット

レベル表示ランプ
弱(緑)：中(緑)：強(赤)
電源スイッチを｢入｣にす
ると｢弱｣｢中｣または｢強｣
が点灯します。

レベル切替ボタン
押すたび電位が切り替わ
ります。振動のつよさは
変わりません。

背面プレート
(チタン材)
この部分に触れて温熱ディンプル
ヘッドを肌に当てると動作します。

充電表示ランプ
充電中は｢赤色｣が点灯し、
充電が完了すると消灯し
ます。｢赤色｣が点滅する
と充電催促の合図です。

ブザー
(切替音/異常検知音/終了音/
お知らせタイマー音)
スイッチ/ボタンを押す度に、
切替音が鳴ります。故障時に
は異常検知音が鳴ります。
各モードが終了すると終了音
が鳴ります。

本体

付属品

電源アダプター

リング（2個）
コットンを固定
するリングです。

電源プラグ
コンセントに根元
まで差し込みます。

器具用プラグ

保護キャップコード

蓄電池(内蔵)
リチウムイオン電池 1本

背面
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つづく必ずお守りください。安全上の注意
ここに示した注意事項は、製品を安全に正しくお使いいただき、
あなたや周囲の方への危害や損害を未然に防止するためのものです。
注意事項は次のように区分しています。
いずれも安全に関する重要な内容ですので、必ず守ってください。

●

●

＜絵表示の例＞
記号は、｢禁止｣(しないでください)を示しています。

記号は、｢強制｣(必ずしてください)を示しています。

「分解禁止」　　　　　「水場での使用禁止」
「水ぬれ禁止」　　　　「ぬれ手禁止」

「一般的な行為」 「電源プラグをコンセントから抜く」

取り扱いを誤った場合、使用者が軽傷を負うこ
とが想定されるか、または物的損害(家屋・家財
など)の発生が想定される危害・損害の程度。

取り扱いを誤った場合、使用者が死亡または
重傷を負うことが想定される危害の程度。

取り扱いを誤った場合、使用者が死亡または
重傷を負うことがあり、かつその切迫の度合
いが高い危害の程度。

下記のような医用電気機器をお使いの方は絶対に
使用しない。(医用電気機器の誤動作をまねく原因)
 ペースメーカーなどの体内埋込み型医用電気機器。
 心電計等の装着形の医用電気機器。
●

禁止
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顔と首以外に使用しない。[パッチテスト(皮膚試験)の腕は除く]
(事故やトラブルの原因)

禁止

交流100－240V以外の電源は使用しない。
(火災や感電の原因)

コードや電源プラグが傷んだり、コンセントの差し込みが
ゆるいときは使用しない。(コードが損傷し、火災や感電の原因)
コードを傷つけたり、無理に曲げたり、引っ張ったり、
ねじったり、たばねたり、重い物を載せたり、はさみ込
んだり、加工したり、電源アダプターなどに巻きつけた
りしない。(コードが損傷し、火災や感電の原因)

必ずお守りください。安全上の注意

電源プラグや器具用プラグにピンやゴミを付着させない。
(感電・ショート・発火の原因)

乳幼児の手の届くところに置かない。また、子供の肌に
は使用しない。(事故や故障の原因)

次のような方は使用を避ける。(事故やトラブルの原因)
●心臓に障害のある人 ●急性(疼痛性)疾患の人 ●有熱性疾患の人
●血圧異常の人 ●感染症疾患のある人 ●結核症疾患の人
●悪性腫瘍のある人 ●顔面神経痛の人
●妊娠初期の不安定期から出産直後までの人 ●生理中の場合
●アトピー性皮フ炎、接触性皮フ炎など、皮フに既往症のある人
●アレルギー体質の人 ●使用に際して肌に不安のある人
●血友病疾患の人 ●歯の治療中の人
●ステロイド系ホルモン剤の長期使用や肝機能障害で毛細血管拡張を
　起こしている人
●飲酒している場合や薬を服用中の場合、疲労が激しい場合 
●糖尿病などによる高度な末しょう(梢)循環障害による知覚障害のある人
●急性炎症症状(けん(倦)怠感、悪寒、血圧変動など)の強い時期
下記の部位には使用しない。(事故やトラブルの原因)
●整形手術をした部位　●眼球およびまぶた　●傷口
●顔面黒皮症　●口の中等粘膜の部位　●唇
●ニキビや吹出物で炎症を起こしている部位
●痛覚、知覚障害を起こしている部位
●皮フの下に金属、プラスチック、シリコン等を埋め込んである部位
●カユミやホテリ、物理的刺激などによる病的なシミのある部位
●化粧品等で皮フ炎を起こしている部位

取扱説明書に記載されている以外の使い方はしない。
(事故やトラブル、故障の原因)
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使用時間や使用頻度は取扱説明書の指示を守る。
(事故やトラブルの原因)

ぬれた手で電源アダプターをコンセントに抜き差し
しない。(故障やショートの原因)

本体に異音や異常が発生したら直ちに使用を停止し、
電源アダプターと共に、販売店へ修理を依頼する。
(事故やトラブルの原因)

浴室など水のかかることろや湿気の多い所で使用したり
充電や放置しない。
(故障やショートの原因)

水洗いは絶対にしない。
また水につけたり水をかけたりしない。
(故障やショートの原因)

改造はしない。また、修理技術者以外の人が修理を
しない。(火災・感電・けが・故障の原因)

禁止

水ぬれ禁止

ぬれ手禁止

分解禁止

水場での
使用禁止

必ず守る

つづく

引火性のもの（ガソリン・ベンジン・シンナーなど）の近く
で使用しない。(爆発・火災の原因)

規定時間以上の使用はしない。(肌トラブルの原因)

付属の電源アダプター以外は使用しない。また付属の電源
アダプターを他の商品に使用しない。(感電、引火の可能性)

初めて使われる方は、肌の様子を見ながら使用する。
(肌のトラブル、体調不良の原因)

使用中痛みや不調を感じたときや、使用後肌に異常を
感じたときは、使用を中止して医師に相談する。
(肌トラブルなどの原因)

万一充電中または使用中に異常が発生したら、電源アダ
プターの電源プラグをコンセントからすぐ抜く。
(事故や火災の原因)電源プラグ

を抜く
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他の美容器具との併用は絶対にしない。
(事故やトラブルの原因)

車内など、高温な場所に放置しない。(故障の原因)
ベンジン、シンナー、アルコールなどでふいたり、
殺虫剤をかけたりしない。(ひび割れ、感電、引火の可能性)

コットンや温熱ディンプルヘッドは肌の同一部位に留め
ず移動させる。
(肌のトラブルや体調不良の原因)
電源プラグや器具用プラグを抜くときは、コードを持た
ずにプラグ部分を持って抜く。
(断線・感電・ショート・発火の原因)

肌に傷や炎症がある場合は絶対に使用しない。
(肌のトラブルや傷みの原因)
落としたり、強い衝撃を与えたりしない。(けが・故障の原因)

温熱ディンプルヘッドの損傷（傷等）がないか確認し、
ある場合は使用をやめる。(肌を傷つける原因)

イヤリングやネックレス等のアクセサリー、コンタク
トレンズは、はずして使用する。(事故やトラブルの原因)
ひどい肌荒れや皮フ表面に凹凸がある場合またはうぶ毛
やヒゲなどによって、まれに刺激を強く感じることがあ
ります。その際には、その部位への使用を控える。
(事故やトラブルの原因)

使用しないときは、必ず電源アダプターをコンセント
から抜く。
(劣化による感電や火災の原因)

禁止

必ず守る

電源プラグ
を抜く

必ずお守りください。

周囲に人がいるときは、不意の動きに注意して使用する。
(けがの原因)

安全上の注意

バック内の携帯や持ち運び時には単独でポーチなどに
入れる。(本体を傷つける・故障の原因)
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使用例

ステップ2　温モイストアップ
時間がない朝や急なお出かけ時には｢温モイストアップ｣だけでも
ご使用いただけます。3分間で保湿をサポートします。
モード切替ボタンを押して｢温モイストアップ｣を設定してください。

●

お急ぎうるおいコース(所要時間　3分間)

ステップ1　温クレンジング
ステップ2　温モイストアップ
毎日の定番コース。
お出かけ前や、時間に余裕のあるときは｢温クレンジング｣を
してから｢温モイストアップ｣します。すっきりした肌の保湿を
サポートします。

●

●

デイリーうるおいコース（基本モード）
(所要時間　6分間)

モード切替ボタンを押してお好みのコースのモードを設定します。

ステップ1　温クレンジング
ステップ2　温モイストアップ
ステップ3　温マスク
全てのモードを使用して肌をケアします。
｢温マスク｣モードのきめ細やかな微振動と緩やかな電極の切り替
えで肌を整えます。

●

●

●

デイリーフルコース(所要時間　9分間)

ステップ1　温クレンジング
ステップ2　温モイストアップ
ステップ3　温マスク
週1～2回は、｢温マスク｣モードで市販のシートマスクを使って
念入りにお手入れします。

●

●

●

ウィークリーフルコース(所要時間　9分間)

乳液 

シートマスク使用
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使いかた

電源スイッチを押します。

レベル切替ボタンで電位の
レベルを選択します。

使用中痛みや不調を感じたときや、使用後肌に
異常を感じたときは、使用を中止して医師に
相談する。(肌トラブルなどの原因)

目や耳のまわりに使用しない。
(事故や体調不良を起こす原因)

ステップ1　温クレンジング
洗顔だけでは落とせない毛穴に残った微細な汚れを落とす
モードです。
洗顔後、本体に取りつけたコットンに化粧水を含ませます。
ふだんお使いの化粧水または角質除去効果のあるふき取り化粧水
をお使いください。(乳液やゲル・ジェルタイプやとろみの強い
化粧水は使用しないでください。)
コットンの裏側まで、染み込む程度に含ませます。●

●

●

一部の化粧水(鉱泉や水だけのものなど)では効果が現れ
にくい場合があります。

レベル表示ランプが点灯して、
モード表示ランプの｢温クレンジ
ング｣が点滅します。
別のモードが点滅している場合
は、モード切替ボタンを押して
切り替えます。

レベル切替ボタンを押すたびに電位の｢弱｣・｢中｣・｢強｣が
切り替わります。振動のつよさは変わりません。

肌の調子に合わせてレベルを切り替えます。

●メモリー機能で、電源が切れたときのレベルを記憶します。

電源を入れた後、温熱ディンプルヘッドはゆっくりと温まります。●

保護キャップをはずしてからご使用ください。●

初めて使う方、肌の敏感な方や違和感を感じた方は「弱」
にして使用されることをおすすめします。

電源スイッチ

モード表示ランプ

レベル切替ボタンモード切替ボタン

レベル表示
ランプ
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必ず、背面プレートに
手が触れるよう本体を
握ってください。

●

●

●

コットンを肌にあてゆっくりと動かします。

● 軽くあて、顔の中心部から外側へすべらせるようにゆっくり
移動させます。

使用時間は3分以内です。
モード表示ランプが点灯に替わり振動します。

注意

背面プレートに触れてコットンを肌にあてないと振動しませ
ん。（お肌検知機能）
温熱ディンプルヘッドが振動していないと機能していません。
振動しないまま3分間放置しますと、自動的に電源が｢切｣に
なります。（オートオフ機能）

つづく

コットンは肌の同一部位に留めず移動
させる。(肌のトラブルや体調不良の原因）

本体の背面プレートに
手が触れるよう握ります。

● コットンの水分がなくなったり、すべりづらい場合は化粧水
をつぎ足してください。

● 同一部位の使用は10秒以内にします。

約45秒ごとに｢ピッ｣というブザー音で
お手入れ時間の目安をお知らせします。
[お手入れ順序の例]
図のように顔からデコルテを4つの
ゾーンにわけます。
①②両ほほ→③Tゾーン→④デコル
テの順に温熱ディンプルヘッドを
移動することで全体を効率よく均等
にお手入れできます。

お知らせタイマー機能

背面プレート
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ステップ2　温モイストアップ

リングとコットンをはずします。

3分経つと自動停止します。（オートオフ機能）
終了音(ピィピィ)でお知らせします。●

● 温熱ディンプルヘッド表面をティシューなどでふき取ります。
● 一度使用されたコットンを再度使用しますと、肌トラブル
を起こす原因となりますので再使用しないでください。

●　使用中、微電流の刺激(ピリピリ感)を感じるときはレベル切
　替ボタンを押して｢弱｣にします。それでも｢ピリピリ感｣を
　感じる場合は、化粧水をつぎ足してご使用ください。

使いかた

コットンを使用する場合
化粧水の保湿成分を肌に浸透させ、肌を保湿ケアするモードです。

新しいコットンを本体に取りつけリングで固定します。

●

● 乳液やゲル・ジェルタイプやとろみの強い
化粧水は使用しないでください。
コットンの裏側まで、染み込む
程度に含ませます。

● コットンの取りつけは、6ページを参照ください。
コットンにふだんお使いの化粧水を含ませます。

●

電源スイッチを押します。
レベル表示ランプが点灯して、
モード表示ランプの｢温モイスト
アップ｣が点滅します。
別のモードが点滅している場合
はモード切替ボタンを押して
切り替えます。
｢温クレンジング｣モード終了後の場合は、電源スイッチを
押すと自動的に｢温モイストアップ｣モードに設定されます。

レベル切替ボタンで電位のレベルを選択します。
肌の調子に合わせてレベルを切り替えます。

電源スイッチ

モード表示ランプ

レベル切替ボタンモード切替ボタン

レベル表示
ランプ
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つづく

本体の背面プレートに手が
触れるよう握ります。
必ず、背面プレートに手が触れ
るよう本体を握ってください。

●レベル切替ボタンを押すたびに電位の｢弱｣・｢中｣・｢強｣が切り
替わります。振動のつよさは変わりません。

●

●メモリー機能で、電源が切れたときのレベルを記憶します。

● モード表示が点灯に替わり振動します。
● 使用時間は3分以内です。

コットンを肌にあてゆっく
りと動かします。

コットンは肌の同一部位に留めず移動
させる。(肌のトラブルや体調不良の原因）

注意

背面プレートに触れてコットンを肌にあてないと振動しませ
ん。（お肌検知機能）
温熱ディンプルヘッドが振動していないと機能していません。
振動しないまま3分間放置しますと、自動的に電源が｢切｣に
なります。（オートオフ機能）

● 軽くあて、顔の中心部から外側へすべらせるようにゆっく
り移動させます。

約45秒ごとに｢ピッ｣というブザー音で
お手入れ時間の目安をお知らせします。
[お手入れ順序の例]
図のように顔からデコルテを4つの
ゾーンにわけます。
①②両ほほ→③Tゾーン→④デコルテ
の順に温熱ディンプルヘッドを移動
することで全体を効率よく均等に
お手入れできます。

お知らせタイマー機能

初めて使う方、肌の敏感な方や違和感を感じた方は「弱」
にして使用されることをおすすめします。

背面プレート
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使いかた

コットンを使用しない場合

｢温クレンジング｣モード終了後の場合は、電源スイッチを
押すと自動的に｢温モイストアップ｣モードに設定されます。

● 終了音(ピィピィ)でお知らせします。
3分経つと自動停止します。（オートオフ機能）

リングとコットンをはずします。

● コットンの水分がなくなったり、すべりづらい場合は化粧水
をつぎ足してください。

●

●

同一部位の使用は10秒以内にします。

● 温熱ディンプルヘッド表面をティシューなどでふき取ります。
● 一度使用されたコットンを再使用しますと、肌トラブルを
起こす原因となりますので再使用しないでください。

　使用中、微電流の刺激(ピリピリ感)を感じるときはレベル切
　替ボタンを押して｢弱｣にします。それでも｢ピリピリ感｣を
　感じる場合は、化粧水をつぎ足してご使用ください。

温モイストアップ時、コットンに染み込みにくいゲル・ジェルタイ
プ(保湿を目的としたオールインワンタイプの化粧品）やとろみが
強いタイプの化粧水を使用する場合はコットンを取りつけず使用
することができます。

●

電源スイッチを押します。
レベル表示ランプが点灯して、
モード表示ランプの｢温モイスト
アップ｣が点滅します。
別のモードが点滅している場合
はモード切替ボタンを押して
切り替えます。

ふだんお使いのゲル・ジェル
タイプの化粧品またはとろみ
が強いタイプの化粧水を温熱
ディンプルヘッドの上にのせ
て、指で温熱ディンプルヘッ
ド全体にのばします。

化粧品

温熱ディンプル
ヘッド

電源スイッチ

モード表示ランプ

レベル切替ボタンモード切替ボタン

レベル表示
ランプ
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つづく

レベル切替ボタンで電位のレベルを選択します。

本体の背面プレートに
手が触れるよう握ります。
必ず、背面プレートに手が触れ
るよう本体を握ってください。

●レベル切替ボタンを押すたびに電位の｢弱｣・｢中｣・｢強｣が切り
替わります。振動のつよさは変わりません。

●

肌の調子に合わせてレベルを切り替えます。

●メモリー機能で、電源が切れたときのレベルを記憶します。

● モード表示が点灯に替わり振動します。
● 使用時間は3分以内です。

● すべりづらい場合は、温熱ディンプルヘッドに化粧品をつぎ
足してください。

注意

背面プレートに触れて温熱ディンプルヘッドを肌にあてない
と振動しません。（お肌検知機能）
温熱ディンプルヘッドが振動していないと機能していません。
振動しないまま3分間放置しますと、自動的に電源が｢切｣に
なります。（オートオフ機能）

● 軽くあて、顔の中心部から外側へすべらせるようにゆっくり
移動させます。

約45秒ごとに｢ピッ｣というブザー音で
お手入れ時間の目安をお知らせします。
[お手入れ順序の例]
図のように顔からデコルテを4つの
ゾーンにわけます。
①②両ほほ→③Tゾーン→④デコル
テの順に温熱ディンプルヘッドを
移動することで全体を効率よく均等
にお手入れできます。

お知らせタイマー機能

初めて使う方、肌の敏感な方や違和感を感じた方は「弱」
にして使用されることをおすすめします。

温熱ディンプルヘッドを直接
肌にあてゆっくりと動かします。

背面プレート
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使いかた

●

ステップ3 温マスク
 (乳液の場合は１日に１回、シートマスクの場合は
 1週間に1～2回のご使用をおすすめします。)

レベル切替ボタンで電位のレベルを選択します。

電源スイッチを押します。
レベル表示ランプが点灯して、
モード表示ランプの｢温マスク｣が
点滅します。
別のモードが点滅している場合
はモード切替ボタンを押して
切り替えます。

●

きめ細やかな微振動と、緩やかな電極の切り替えで
乳液やシートマスクの効果をサポートします。
シートマスクを顔にのせるか、ふだんお使いの乳液を
顔全体にまんべんなくのばします。
手についた乳液はふきとってください。

｢温モイストアップ｣モード終了
後の場合は、電源スイッチを押
すと自動的に｢温マスク｣モード
に設定されます。

肌の調子に合わせてレベルを切り替えます。

● 終了音(ピィピィ)でお知らせします。
3分経つと自動停止します。（オートオフ機能）

温熱ディンプルヘッドや本体についた化粧品は、ティシ
ューなどでふき取ります。

●

●

同一部位の使用は10秒以内にします。
　使用中、微電流の刺激(ピリピリ感)を感じるときはレベル
　切替ボタンを押して｢弱｣にします。それでも｢ピリピリ感｣を
　感じる場合は温熱ディンプルヘッドに化粧品をつぎ足してく
　ださい。

温熱ディンプルヘッドは肌の同一部位に留め
ず移動させる。(肌のトラブルや体調不良の原因）

電源スイッチ

モード表示ランプ

レベル切替
ボタン

モード切替
ボタン

レベル表示
ランプ
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本体の背面プレートに
手が触れるよう握ります。
必ず、背面プレートに
手が触れるよう本体を
握ってください。

● レベル切替ボタンを押すたびに電位の｢弱｣・｢中｣・｢強｣が
切り替わります。振動のつよさは変わりません。

●

●メモリー機能で、電源が切れたときのレベルを記憶します。

つづく

● モード表示が点灯に替わり振動します。
● 使用時間は3分以内です。

温熱ディンプルヘッドをあてゆっくりと動かします。
シートマスクを使用する場合は、シートマスクの上をすべらせます。

注意

背面プレートに触れて温熱ディンプルヘッドを肌にあてない
と振動しません。（お肌検知機能）
温熱ディンプルヘッドが振動していないと機能していません。
振動しないまま3分間放置しますと、自動的に電源が｢切｣に
なります。（オートオフ機能）

● 軽くあて、顔の中心部から外側へすべらせるようにゆっくり
移動させます。

約45秒ごとに｢ピッ｣というブザー音で
お手入れ時間の目安をお知らせします。
[お手入れ順序の例]
図のように顔からデコルテを4つの
ゾーンにわけます。
①②両ほほ→③Tゾーン→④デコルテ
の順に温熱ディンプルヘッドを移動
することで全体を効率よく均等に
お手入れできます。

お知らせタイマー機能

初めて使う方、肌の敏感な方や違和感を感じた方は「弱」
にして使用されることをおすすめします。

背面プレート

温熱ディンプルヘッドは肌の同一部位に留め
ず移動させる。(肌のトラブルや体調不良の原因）
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使いかた

●

電源アダプターを本体とコンセントに接続します。

●

使いかた（14～22ページ）に従って使用します。
使用中、充電表示ランプは消灯します。

本器は、人体を介して動作する製品です。
背面プレートと温熱ディンプルヘッドに肌が触れることで電気的
な回路が動作します。背面プレートに触れ、温熱ディンプルヘッド
を肌にあてないと動作しません。

使用後は、必ず電源アダプターをコンセントと本体から
抜きます。

● 終了音(ピィピィ)でお知らせします。
3分経つと自動停止します。（オートオフ機能）

温熱ディンプルヘッドや本体についた化粧品は、ティ
シューなどでふき取ります。

浴室など水のかかるところや、湿気の多いところ
では使用しない。(感電・ショートの原因)

交流式での使いかた

お肌検知機能について

● 本器には、電位のレベル（｢弱｣・｢中｣・｢強｣）を記憶する
メモリー機能を備えています。
それぞれの使用モード（ステップ1～3）で自動停止または電源
スイッチを「切」にする直前のレベルを記憶します。
使用中にレベル切替ボタンを押すと、電位のレベルが切り替えで
きます。

メモリー機能について

●

●

同一部位の使用は10秒以内にします。
　使用中、微電流の刺激(ピリピリ感)を感じるときはレベル
　切替ボタンを押して｢弱｣にします。

注意

使用中にモード表示ランプとレベル表示ランプが全て点滅に
変わり、異常検知音「ピッ、ピッ」が鳴りますと故障の警告
です。使用を中止し、販売店に修理を依頼ください。
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海外での使用について
この商品は交流100-240V電源でAプラグのコンセントが使用
できます。
同一国内でも地域により電圧およびプラグ形状が異なる場合が
ありますので、現地で十分お確かめください。

・電圧およびプラグ形状については、現地のホテルや旅行社などに
　ご相談ください。

交流100-240V以外の電源は使用しない。
(火災・感電の原因)

使用前に必ずコンセントの電圧を確かめる。
(火災・感電の原因)

・プラグアダプターは、使用される商品の消費電力に見合う容量の
　ものをご使用ください。
・購入される場合は、空港などの免税店や現地
　のホテル・旅行社などにご相談ください。
・Aプラグ地域では、プラグアダプター無で
　使用できます。

■プラグアダプターの種類
・おもな種類(本品には付属していません。）

Aプラグ
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●

●

温熱ディンプルヘッド、本体、リングについた化粧品はティシュ
ーなどでふき取ります。
汚れが落ちにくいときは、水を含ませて固く絞った布でふき
取ります。

お手入れ

保存のしかた

水のかかるところや浴室など湿気の多いところに
放置しない。(故障の原因)

お手入れ後、本体は付属の保護キャップを取りつけて湿気やホコ
リの少ない所に保存します。
保護キャップは、本体にリングを取りつけた状態で取りつけるこ
とができます。

注意

直射日光の当たるところ(夏期の自動車内など)、熱器具の近くや
高温な場所に放置しない。(変形、変色の原因)

コードは電源アダプターや本体に巻きつけない。
(コードが損傷する原因)

保護キャップ
リング

フック ネック

本体フックをネックに合わせて
取りつける。

▼

水洗いしない。また水につけたり、水をかけたり
しない。(故障やショートの原因)

ベンジン、シンナー、アルコールなどでふいたり
しない。（変形、変色の原因）

電源スイッチは必ず「切」にする。
(誤ってスイッチを入れると刺激を受けたり、誤動作
の原因)
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｢故障かな｣と思ったときは
修理を依頼される前に、次のことをお調べください。
症 状

モード表示ラン
プが点滅しない。

充電切れになっていま
せんか。

点検するところ 直しかた

コットンの種類によっ
てはサイズが異なり、
リングが合わない場合
があります。

別のコットンをご使用ください。

1時間充電してください。

温熱ディンプル
ヘッドが振動し
ない。

電源スイッチは｢入｣に
なっていますか。

電源スイッチを入れてください。

使用回数が
少ない。

温熱ディンプルヘッド
の保護シールをはがし
ていますか。

保護シールをはがしてください。

コットンに化粧水が含
まれていますか。

コットンの裏側まで染み込む程度
に化粧水を含ませてください。

リングが
取りつけ
できない。

温熱ディンプル
ヘッドを肌に
あてなくても
振動する。

水道の蛇口などアース
(接地)に触れていませ
んか。

アース(接地)を介して本体の背面
プレートに触れると動作する場合
があります。使用中はアースに触
れないでください。

リングを逆向きに取り
つけていませんか。

内側のせまい方を上にしてコット
ンにかぶせて取りつけてください。

背面プレートに手が
触れていますか。

お肌検知機能が働いていません。
背面プレートに触れて肌にあてます。

温熱ディンプル
ヘッドが温まら
ない。

周囲温度が10℃未満に
なっていませんか。

周囲温度が低いと温まるまで時間
がかかります。
温かい場所でご使用ください。

周囲温度が40℃以上に
なっていませんか。

温熱ディンプルヘッドの表面温度
と周囲温度の差がなくなり温かく
感じない場合があります。30℃
以下の場所でお試しください。

異常検知音が鳴
り、全ランプの
点滅が止まらな
い。(ピッ、ピッ)

本体の故障です。 修理を依頼してください。

周囲温度が35℃以上で
充電していませんか。

周囲温度10～35℃で充電して
ください。

つづく
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｢故障かな｣と思ったときは

トラブルQ&A

●

Q4.コットンが取りつけできない。
コットンの種類によってはサイズや形状が異なり、取りつけ
できない場合があります。
→別のコットンをご使用ください。

●

Q1.肌に｢ピリピリ感｣を感じる。

コットンの水分がなくなっていませんか？
→コットンに化粧水をつぎ足してください。

●レベル表示ランプが｢強｣になっていませんか？
→レベル切替ボタンを押して｢弱｣に切り替えてください。

●

Q2.｢温クレンジング｣モードは、メイク落としに使えませんか。
本器でメイク落としはできません。
→メイクはクレンジング剤で落としてください。

●

Q3.強く押し当てた方が効果があるのではないか。
電気の性質を利用して汚れを引き出したり、肌を保湿します
ので強く押し当てる必要はありません。
→肌に軽く当てゆっくりと動かしてください。

※肌に違和感を感じる場合は、使用を中止して専門医に
　ご相談ください。

以上のことをお調べになり、それでも異常があるときは、ご自分で
修理なさらないで、お買い上げの販売店にご相談ください。

症 状 点検するところ 直しかた
周囲温度が10℃以下で
充電していませんか。

周囲温度10～35℃で充電して
ください。

充電できない。

周囲温度が35℃以上で
充電していませんか。

周囲温度10～35℃で充電して
ください。

充電時間が
長い
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Q6.乳液やゲル・ジェルタイプの化粧品を使用してもよいか。

●

Q7.シミを取ったり美白やひきしめ効果はありますか。
シミを取ったり美白やひきしめ効果はありません。
→肌の毛穴の奥についた取れにくい汚れを引き出し、
　肌を保湿します。

●

Q9.その他のトラブル

機器に異常がある場合は、お買い上げの販売店または
28ページのエコーセンターにご相談ください。

●肌に異常がある場合は、すみやかに使用を中止し、専門医
にご相談ください。

●

Q8.使用できない肌の具合はどのような場合か。
9～12ページの安全上の注意に記載した方や部位には使用
できません。

●コットンをとりつけて使用する場合は化粧水以外の化粧品を
使用できません。
→化粧水や角質除去効果のあるふき取り化粧水をご使用くだ
　さい。

● ｢温モイストアップ｣をコットン無しで使用する場合と、
｢温マスク｣モード時は化粧水以外も使用可能です。
詳しくは６ページの各モードと化粧品をご確認ください。

●

Q5.お風呂場で使用してもよいか。
防水構造ではありません。
→水のかかる場所や湿気の多い所で使用や充電したり、保存
　しないでください。
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お客様ご相談窓口

｢持込修理｣および｢部品購入｣については、上記サービス窓口にて各地区
のサービスセンターをご紹介させていただきます。
ご相談、ご依頼いただいた内容によっては弊社のグループ会社に個人
情報を提供し対応させていただくことがあります。
修理のご依頼をいただいたお客様へ、アフターサービスに関するアン
ケートハガキを送付させていただくことがあります。

日立家電品についてのご相談や修理はお買い上げの販売店へ
なお、転居されたり、贈物でいただいたものの修理などで、
ご不明な点は下記窓口にご相談ください。
※下記窓口の内容は、予告なく変更させていただく場合がございます。

修理に関するご相談は
エコーセンターへ

TEL 0120-3121-68
FAX 0120-3121-87

商品情報やお取り扱いについての
ご相談はお客様相談センターへ
TEL 0120-3121-11
FAX 0120-3121-34
(受付時間) 9:00～17:30(月～土)
 9:00～17:00(日･祝日)
年末年始は休ませていただきます。
携帯電話、PHSからもご利用できます。

(受付時間) 9:00～19:00(月～土)
 9:00～17:30(日･祝日)
携帯電話、PHSからもご利用できます。

ホームページに「よくあるご質問」について掲載しております
ので、ご活用ください。
　http://kadenfan.hitachi.co.jp/q_a/index.html
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保証とアフターサービス 必ずお読み
ください。）（

この商品は保証書つきです。
保証書は、必ず「お買い上げ日」・「販売店名」などの記入を
お確かめのうえ、販売店から受け取っていただき、内容をよく
お読みの後、大切に保存してください。

●

修理を依頼されるときは
25～26ページの『「故障かな」と思ったときは』を調べていただ
き、なお異常のあるときは、使用を中止し、必ずお買い上げの販売
店にご相談ください。
■ 保証期間中は
 修理に際しましては、保証書をご提示ください。
 保証書の記載内容に基づいて修理させていただきます。
■ 保証期間が過ぎているときは
 修理によって機能が維持できる場合は、ご希望により有料で
 修理させていただきます。

保証期間 お買い上げの日から1年間

持込修理

■ 修理料金のしくみ（修理料金＝技術料+部品代）

技術料
診断、部品交換、調整、修理完了時の点検などの作業にかか
る費用です。技術者の人件費、技術教育費、測定機器などの
設備費、一般管理費などが含まれます。

保証書（一体）

この商品の保証とアフターサービスについては、日本国内においてのみ
適用します。

部品代 修理に使用した部品代金です。その他修理に付帯する部材等
を含む場合があります。

補修用性能部品の保有期間
●

●

当社は、この保湿サポート器の補修用性能部品を製造打ち切り後
5年間保有しています。
補修用性能部品とは、その商品の機能を維持するために必要な
部品です。
ご不明な点や修理に関するご相談は
修理に関するご相談並びにご不明な点は、お買い上げの販売店
または28ページのお客様ご相談窓口にお問い合わせください。

●
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仕様

●

●

●

長年ご使用の保湿サポート器の点検を！

こんな症状はありませんか
電源アダプターが異常に
熱くなる。
本体が変形していたり、
こげくさい臭いがする。
その他の異常・故障がある。

お願い
故障や事故防止のため、電源スイ
ッチを「切」にし、電源プラグを
コンセントから抜いて、必ず
販売店にご相談ください。

▲

充 電 時 間 1時間（室温10～35℃）

約8W（AC100V時）消 費 電 力

本　体：約110g（保護キャップ、リング含まず）
質　　　量 電源アダプター ：約75g

AC100-240V　 50-60Ｈｚ共用定 格 電 圧
16VA　（電源アダプター：KH-55)入 力 容 量

使 用 電 池

付　属　品 リング(2個)、保護キャップ

定 格 時 間 最大9分間（基本モード：6分間）

リチウムイオン電池 DC3.7V、1300mAh 1本
定格容量：950mAh（1時間充電時)
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製品を廃棄するときのお願い

製品を廃棄するとき以外は分解しない。
(火災・感電・けがの原因）

取り出した蓄電池は乳幼児の手の届くところに
置かない。万一、飲み込んだと思われるときは、
すぐに医師に相談する。

取り出した蓄電池は充電や以下のことをしない。
(発熱・発火・破裂の原因)
 火への投入、加熱をしない。
 くぎで刺したり、衝撃を与えたり、分解・改
 造をしない。
　　と　を金属などで接触させない。
 ネックレス、ヘアピンなどと一緒に持ち運ん
 だり保存しない。
 火のそばや炎天下など高温の場所で放置しない。

蓄電池の液が漏れたときは、素手で触れずに以
下の処置をする。
 液が目に入ったときは、目をこすらずに、すぐ
 にきれいな水で洗ったあと医師に相談する。
 液が体や衣服についたときは、きれいな水で十
 分洗い流したあと医師に相談する。

■ 蓄電池以外にも、リサイクル可能な部品が含まれています。
 蓄電池以外の部品の廃棄に際しましては、お住いの地域の条例な
 どに従って処理してください。

■ この製品には、リチウムイオン電池を使用しております。
 リチウムイオン電池はリサイクル可能な貴重な資源です。ご使用
 済み製品の廃棄に際しては、リチウムイオン電池を取りはずして
 いただき、製品のお買い求めのお店、または、リチウムイオン電
 池のリサイクル協力店へお持ちいただき、リサイクルへご協力を
 お願いいたします。

リサイクル協力店の詳細は、一般社団法人
JBRCのホームページをご参照ください。
http://www.jbrc.comリチウムイオン電池は

リサイクルへ

つづく
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リチウムイオン電池の取りはずしかた

電源スイッチを｢入｣で連続10秒以上押して振動させ、
振動が停止するまで放置します。

本体裏面のネジ隠しピース３個
とネジ3本をはずします。

ネジ隠しピース

製品を廃棄するときのお願い

本体ケース(前)と(後)の
すき間に　ドライバーなど
を差し込んで本体ケース
(後)をはずします。

リチウムイオン電池のコネ
クターをはずして電池ホル
ダーから取り出します。

ドライバー

本体ケース(後)

本体ケース(前)
リチウムイオン電池

電池ホルダー

取り出したリチウムイオン電池は　　の端子を
接触させない。(ショート・やけどの原因）

製造元：

販売元：

〒822-1296　福岡県田川郡福智町伊方4680

日立コンシューマ・マーケティング株式会社 リビングサプライ社

日立マクセル株式会社

〒105-8413　東京都港区西新橋2-15-12

ネジ

コネクター
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Preparation before use (P.4-7)
How to charge (P.4)
 Since this is not fully initially charged, charge before first using.
 Make sure to use only 100-240V and use the included power adaptor.
 When using the device overseas, check the plug with the "Guidelines for use overseas" on 
 page 23.

Do not insert and remove the power plug from an electric outlet with wet hands. 
(Cause of electric shocks and short-circuits)

Do not use in places splashed with water, such as in a bath, 
or in damp places. (Cause of failures or short-circuits)

1. Turn off the switch, and connect the power adaptor to 
 the main body and electric outlet.
  If the plug for the device's power adaptor is pushed 
  in with force, or unnecessarily tilted, the main body 
  socket may be broken.

2. After the standard charging time (1 hour) 
 has elapsed, pull out the power adaptor 
 from the electric outlet and the main body.
  The main body and the power adaptor become 
  slightly hot, however, this is not unusual.

Charging time is 1 hour.

Sensitivity test (P.3)
To prevent skin trouble, carry out a patch test in advance.
1. When you use a cosmetic product for the first time, perform a patch test (skin test) and check 
 your skin.
 (1)  Wash the inside of your arm with soap, and wipe it down with a towel, or the like.
 (2)  Apply the cosmetic product to the skin area you have 
  washed and leave it as is for 48 hours.
  -  Apply a 10-yen-coin-size light coating, and let it 
   dry naturally.
  -  Do not run water over or rub the patch-tested part.
  CAUTION
  If any abnormality occurs on the application part, such as a rash, reddening, 
  itching or irritation, immediately stop testing and wash away.
 (3) Check that there is no abnormality.
  The skin lotion can be used if no abnormality occurs within 48 hours.
 (4) If you find something unusual with your skin after the patch test, do not use the cosmetic 
  product with this device.
2. Check your skin by testing if this device and your regular cosmetic product go well together.
 (1) Wash the inside of your arm with soap and wipe dry with a towel.
 (2) Place this device on the skin area you have washed for about 10 seconds by following the 
  directions on how to use "Step 2 Hot Moisturize," on Page 16.
 (3) You can use the device if there is nothing unusual with your skin after following the 
  procedures in the above-mentioned patch test and leaving the skin as it is for 48 hours.

The device can be used approximately 14 times on a single charge.
(When all modes are used at “High power”) 
Depending on the operating conditions such as the ambient temperature, 
operating times may decrease.

Product warranty and after-sales are valid in japan.

Charge indicator lamp
During charge : The lamp turns 
on. (Red)
After charging is completed : 
The lamp turns off.
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Ring

Cotton

Head

Body

The narrower side 
should be upward.

Ring

▼

▼

Before use (P.5)
Never use the device when you have a wound or an inflammation on your 
skin. (Cause of problems with or damage to your skin.)

Remove jewelry or contact lenses. 
(Cause of problems with your skin or poor health)

1. About mode switching
Mode Cotton and Cosmetics

Hot Cleanse 
(cleans fine residue remaining in pores) 

Hot Mask (enhances the effect of milky 
lotion or sheet mask)

Use your regular milky lotion or a sheet mask by 
applying to skin. Do not use cotton.

Use new cotton saturated with your regular skin lotion.

Hot Moisturize (performs moisturizing 
care by allowing moisturizing 
ingredients to penetrate into skin) 

Use new cotton saturated with your regular skin lotion. 
If you use a gel-like or thick skin lotion, you can also 
apply it to your skin without using cotton.

2 Clean skin by washing your face so that makeup and dirt will wash off.
 Wipe off makeup with a cleansing product.
3  Attach cotton to the body of the device.
 (1) Remove the protection seal from the heating dimple head. 
  Unless the protection seal is removed, the device will not operate.
 (2) Place cotton over the heating dimple head and attach it with 
  the included ring.  
  Use commercially available cotton.  However, small cotton or thick 
  cotton may not work in some cases.
  The ring has an orientation with a clear direction. Attach it from 
  straight above with the wider part of the inner circumference placed 
  toward the heating dimple head.
  When it doesn't attached easily, please attach it while pressing right 
  and left side of the ring.

4 How to remove the ring.
  Remove the ring by pulling it straight up while holding down the 
  lower part.
5  Please observe the following so as not to damage your skin 
 when you use the device.
 (1) The maximum amount of time allowed for skin care with use 
  of this device is 6 minutes per day in basic mode. 
   (Limit use of each step to no more than 3 minutes per day.)

Do not attach the ring in the reverse direction. Please be careful 
not to squeeze it, otherwise, it cannot be removed.

In order to make full use of battery performance, observe the following.
1. If you have not used this product for three months or longer, charge before use.
2. Do not charge every time you use this product.
3. Charge at an ambient temperature between 10 and 35C°.
4. Do not charge with a power supply other than that for home use.
5. If any TV noise occurs while the TV is on during charge or use of the product while plugged 
 into the same outlet, change to another outlet.

Time to charge (P.5)
If the warning sound beeps when the power switch is “On,” it indicates that a charge is required. 
Charge as soon as possible.

Check for damage (such as flaws) by heating the dimple heating dimple 
head. Do not use if there is any damage. (Cause of skin damage)



  Limit use of the device to no more than 9 minutes per day including use of "Mask."
  It is recommended that you use “Hot Mask” once a day for milky lotion or once or twice a 
  week for sheet mask.
 (2) Use the device on bare skin after removing makeup.
 (3) Do not use the device on the same area of skin for more than 10 seconds.
 (4) Switch between high and low by pressing the Level switch button according to the condition 
  of your skin.
  You can choose "High" and "Low" as you like.  If your skin tingles, use the device on "Low."
  If you feel something unusual with your skin, stop using the device and consult a skin care 
  specialist.
 The device is equipped with a memory function to memorize the levels of “High,” “Medium,” 
 and “Low” that you would normally use. For details, please see “About memory function” on 
 Page 22.

Names of parts and their functions (P.8)
Heating dimple head (titanium material)  
Attach cotton and apply it to the skin.
The device vibrate while it is being used.
Mode indicator lamp (orange)
Turn the power switch "On," and "Hot Cleanse" 
will start flashing.  Then, it switches and lights 
up while the device is being used.
Mode switch button
Every time the button is pressed, the mode for 
use will be switched.
Power switch (Off/On)
Turn on the power switch, and it will turn "On."  
Press it again, and it will turn "Off."  "An 
automatic shutoff function is equipped, so if 
the device is not used for 3 minutes, it will 
automatically turn "Off."
Body
Body socket
Level indicator lamp
Low (green): Medium (green): High (red)
When the power switch is switched to “On,” 
the lamp indicating “High,” “Medium,” or 
“Low” is turned on.
Level switch button
Every time the button is pressed, the electrical 
potential will change. 
There will be no change in vibration strength.

Charge indicator lamp
During charge : The lamp turns on. (Red)
After charging is completed : The lamp turns off.
Buzzer 
(Switching sound/abnormality detection 
sound/finish sound/indicating timer sound)
Every time the switch or button is pressed, 
the switching sound will beep. 
Abnormality detection sound rings during 
failure.
When each mode is finished, 
the finish sound will beep.

Batteries (built-in)
Lithium ion battery  1 pcs.
Power adaptor
Model: KH-55
Power plug
Instrument plug
Cord
Accessories
Rings (two)
Rings for attaching cotton.
Protective cap

(Hot Cleanse)
Automatic shutoff

3 minutes
(Hot Moisturize)

Automatic shutoff
3 minutes

Step 1

Step 2

Step 3

Basic mode

（Hot Mask）

enhances the effect of milky 
lotion or sheet mask

Automatic shutoff
3 minutes

Back plate (titanium material)
Touch this part and contact the heating 
dimple head with skin, then operation starts. 
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Never use this product by other methods which are not described in this 
instruction manual. (Cause of accidents, trouble and failure)
Use this product only for face and neck. (Cause of accidents or trouble)
The following persons should avoid use of this product. 
(Cause of accidents or trouble)
- Persons with a heart disease - Persons with an acute (pain) disease
- Persons with a febrile disease - Persons with a blood pressure disorder
- Persons with an infectious disease - Persons with a tubercular disease
- Persons who have a malignant tumor - Persons with facial neuralgia
- Women experiencing difficulty with pregnancy until right after birth 
- Persons who are menstruating
- Individuals with pre-existing skin disorders such as atopic dermatitis or contact dermatitis 
- Persons with an allergic predisposition
- Individuals who worry about skin during use - Persons with hemophilia
- Persons under dental treatment
- Persons whose bile capillaries have expanded due to long time use of steroid 
  hormones or liver function disease
- Persons who are under the influence of alcohol or medication, or who are very tired
- Individuals with perception disorders as a result of circulatory failure due to diabetes
- During serious acute inflammatory disorders 
  (such as fatigue, shivering, blood pressure fluctuations)
Do not use this product on the following regions. (Cause of skin trouble etc.)
- Region where orthopedic treatment was given - Eye ball and upper eye lid
- Wound site　　- Facial melanoderma  - Lips
- Region of mucosal membrane such as inside of mouth
- Region irritated due to pimples or skin rash
- Regions which suffer from algesthesia or perception disorder 
- Regions where metal, plastic or silicone etc., is embedded under skin

<Example of pictorial indication>

The       symbol indicates "Prohibited" (Do not do this).

The       symbol indicates "Compulsory" (Make sure to do this).

"Disassembly prohibited" "Use prohibited in wet areas"　　
"Prohibited from being made wet" "Prohibited from use with wet hands"

"General action"

Persons who use the following medical electric devices should not use this 
product. (This product may cause malfunction of medical electric devices.)
- Self-contained medical electric devices such as a pacemaker
- Wearable medical electric devices such as an electrocardiograph

Safety precautions (P.9-12)
 Precautions described here are intended for safe and correct use of this product and are to 
 prevent injury and damage to you and others before they occur.
 Precautions are classified as follows.
 Make sure to observe the precautions because they are related to safety and important details.

Indicates the extent of hazard that improper handling is predicted to 
result in death or serious injury to a user.
Indicates the extent of hazard or damage that improper handling is 
predicted to result in slight injury to a user or damage to property 
(house, household effects, etc.).

Indicates that improper handling may result in death or serious injury to a 
user, and the extent of hazard that its urgency is high.

"Pull out the power cord from outlet" 



- Regions where there is itching, redness, or psychotic fleck due to physical stimulus etc.
- Regions where skin irritation is caused by cosmetics 
Use only 100-240V AC for power supply. (Cause of fires and electric shocks)
Keep away from small children. Do not use on the skin of a child. 
(Cause of accidents or failure)

When feeling pain or disorder during use of this product, and sensing anything 
wrong with your skin after use, stop using and consult a dermatologist.
(Cause of skin trouble etc.)

If any abnormality occurs during charge or use, immediately pull out the power 
plug of the power adaptor from the outlet. (Cause of accident or fire)

Never use a power cord or a power plug if they are damaged or insertion to 
the outlet is loosened.
(If the power cord breaks, fires or electric shocks may occur.)
Never damage the power cord, unnecessarily bend, pull, twist, bind, place a 
heavy object on it, pinch, process, or wind around the power adaptor, etc. 
(If the power cord breaks, fires or electric shocks may occur.)

Individuals who use for the first time should use while checking their skin condition. 
(Cause of skin trouble or poor health)

Make sure to disconnect the power cord from the outlet for maintenance. 
Never connect or disconnect the power plug to/from the outlet with wet hands. 
(Cause of electric shocks and short-circuits)

If any unusual sound or abnormality occurs on the main body, immediately 
stop using and contact the distributor for repair together with the power adaptor.
(Cause of accidents and trouble)
Follow the description of the instruction manual for the operating time and 
operation frequency. (Cause of accidents and trouble)

Absolutely never clean the power adaptor with water.
And, never soak it in water or splash water on it.(Cause of failures and short-circuits)
Never use, charge or leave in a place where water is splashed such as the 
bathroom or in a place with high humidity. (Cause of failures and short-circuits)
Never modify the shaver. Only a qualified technician may make repairs.
 (Cause of fires, electric shocks, injuries and failures)

Check for damage (such as flaws) by heating the dimple head. Do not use if there is any 
damage.(Cause of skin damage)
Never use this product together with other beauty treatment devices at the 
same time. (Cause of failures and troubles)
Never use this product if there is some injury or wound to the skin.
(Cause of skin trouble or pain)
Do not drop this product, or give a strong impact. (Cause of injury or failure)
Do not leave this product in a place where the temperature becomes high such as the 
inside of a vehicle. (Cause of failure)
Do not wipe with alcohol, benzene or thinner, and do not spray insecticide. 
(Cause of cracking, electric shock and ignition)

Do not use this product near inflammable substances (gasoline, benzene, thinner, etc.). 
(Cause of explosion or fire)

Do not use this product beyond the specified operating time. (Cause of skin trouble)

Never allow pins or dust to adhere to the power plug and plug for equipment.
(Cause of electric shock, short circuit and ignition)

Use only the attached power adaptor. And, do not charge any other product 
with the attached power adaptor. (Possibility of electric shock and ignition)
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Remove accessories such as earrings and necklaces, and contact lenses for use. 
(Cause of accidents or trouble)
If there is any severe skin disorder or irregularity on the skin surface, or due 
to downy hair, in rare instances you may feel strong irritation. In this case, 
avoid using this product on that region. (Cause of accidents or trouble)
Do not stop the cotton on one part of the skin but always keep it in motion. 
(Cause of skin trouble or bad physical condition)
Pull out the power plug and device plug without holding the cord. 
(Cause of breakage, electric shock, short-circuit and ignition)

Make sure to pull out the power plug from the outlet unless used.
(Cause of electric shock and fire due to deterioration)

Example for use (P.13)
Press the mode switch button and set the mode of your preferred treatment.
Quick moisturize treatment (Required time: 3 minutes)
 Step 2  Hot Moisturize
 When you do not have much time in the morning or when you need to go out suddenly, you can 
 just use the "Hot Moisturize."  That will Hot Moisturize your skin in 3 minutes.
 Press the mode switch button and set the "Hot Moisturize."
Daily moisture course (Basic mode)(Required time: 6 minutes)
 Step 1 Hot Cleanse
 Step 2 Hot Moisturize
 Before you go out or when you have more time, use the "Hot Moisturize" after using "Hot Cleanse."  
 This will Hot Moisturize your skin thoroughly.
Daily full course (Required time: 9 minutes)
 Step 1 Hot Cleanse
 Step 2 Hot Moisturize
 Step 3 Hot Mask (milky lotion)
 Standard daily treatment
 Standard daily treatment. Fine vibration in “Hot Mask” mode and gentle switching of the electrode 
 will condition the skin.
Weekly full course (Required time: 9 minutes)
 Step 1 Hot Cleanse
 Step 2 Hot Moisturize
 Step 3 Hot Mask (use of sheet mask)
 Care for the skin thoroughly once or twice a week in “Hot Mask” mode using a commercially 
 available sheet mask.
How to use (P.14-22)

Do not use the product around eyes and ears.
(Cause of accidents or bad physical condition)
If you feel something is unusual with your skin or body while using the 
device, stop using it immediately and consult a skin care specialist. 
(Cause of accident or poor health)

Step 1 Hot Cleanse
This mode removes fine residue remaining in pores which cannot be removed by just washing.
1. Saturate cotton attached to the body with skin lotion after washing your face.
 Please use your regular skin lotion or rubbing-off skin lotion with an exfoliating effect.
 (Do not use milky lotion or a gel-like or thick skin lotion.)
  Saturate the cotton with lotion to the extent that lotion permeates the back of the cotton.

Some skin lotion (just with mineral spring or water) may be difficult to bring out a good effect.

When there are people around the device, pay attention to any sudden movement during 
use. (Cause of injury)
When carrying in a bag or the like, place into a separate pouch. 
(Cause of damage to the main body or failure)

Use after removing the protective cap.
The heating dimple head slowly warms after power is turned on.
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Back plate

2 Press the power switch.
 The level indicator lamp will be turned on, and “Hot Cleanse” on 
 the mode indicator lamp will start flashing. If a lamp in another 
 mode is flashing, press the mode switch button to switch to 
 “Hot Cleanse.”
3 Choose "level" of electrical potential with the level switch button.
 Switch the "level" with the level switch button according to the 
 condition of your skin.
  Every time the level indicator button is pressed, the high, medium, 
  and low of the electrical potential will be switched. There will be no 
  change in vibration strength.
  The memory function memorizes the "level" when the power has 
  been shut off.

  It is recommended that when using the device for the first time or if you feel some discomfort, 
  use the device in "Low."
4 Hold the device with your hand touching the back plate of the body.
  Make sure to hold the body with your hand touching 
  the back plate.
5 Apply cotton to the skin and move the device slowly.
  The mode indicator lamp will switch and turn on, and the 
  device will start to vibrate.
  The time for use is within 3 minutes.
 Cautions
 Unless you apply the cotton to your skin while touching 
 the back plate, the device will not vibrate. 
 (skin sensing function)
 If the heating dimple head is not vibrating, the device is not working.
 If you leave the device as it is for 3 minutes without 
 vibration, the device will automatically switch "Off." 
  (Automatic shutoff function)

  Apply the cotton gently to the face and slowly move 
  the device by sliding it from the center of the face to the outer side.

Do not keep the cotton on the same area of skin, but move it around. 
(Cause of problems with your skin or poor health.)

  Add more skin lotion when there is no moisture in the cotton or when the device is difficult to slide.
  Do not apply the device on the same area of skin for more than 10 seconds.
  If you feel your skin tingling by micro current while using the device, press the level switch 
  button and switch to "Low."
  If you still feel your skin tingling, use the device by adding more skin lotion.
6 After 3 minutes have elapsed, the device will automatically shut off. (Auto shutoff function)
  The finish sound (beep beep) will inform you.
7 Remove the ring and the cotton.
  Wipe off the surface of the heating dimple head with a tissue.
  Do not use the cotton again once it is used.  It might cause problems with your skin.

Indicating timer function
Skin care time is indicated by the buzzer beeping 
about every 45 seconds as a guide.
[Example of skin care sequence]
Divide the area from your face to décolletage into four zones as shown in the illustration.
By moving the heating dimple head in the order of ①②Both cheeks→③T-zone→④décolletage, 
the whole area can be efficiently and uniformly cared for. 
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Step 2  Hot Moisturize (P.16)
This mode cares for skin by allowing moisturizing ingredients of skin lotion to permeate the skin.
When using cotton
1 Attach new cotton to the body with the attachment ring.
  For attaching cotton, see Page 6.
2 Saturate the cotton with your regular skin lotion.
 (Do not use milky lotion or gel-like material.)
  Do not use milky lotion or a gel-like or thick skin lotion.
3 Press the power switch.
  The level indicator lamp will be turned on, and the 
  "Hot Moisturize" on the mode indicator lamp will start flashing.  
  When a lamp in another mode is flashing, press the mode 
  switch button and switch the mode.

4 Choose "level" of electrical potential with the level switch button.
 Switch the "level" with the level switch button according to 
 the condition of your skin.
  Every time the level indicator button is pressed, the high, medium, 
  and low of the electrical potential will be switched. There will be no 
  change in vibration strength.
  The memory function memorizes the "level" when the power has been shut off.
  It is recommended that when using the device for the first time or if you feel some discomfort, 
  use the device in "Low."
5 Hold the device with your hand touching the back plate 
 of the body.
  Make sure to hold the body with your hand touching 
  the back plate.
6 Apply cotton to the skin and move the device slowly.
  The mode indicator lamp will switch and turn on, and the 
  device will start to vibrate.
  The time for use is within 3 minutes.
 Cautions
 Unless you apply the cotton to your skin while touching 
 the back plate, the device will not vibrate. 
 (skin sensing function)
 If the heating dimple head is not vibrating, the device is not working.
 If you leave the device as it is for 3 minutes without 
 vibration, the device will automatically switch "Off." 
  (Automatic shutoff function)

  Apply the cotton gently to the face and slowly move 
  the device by sliding it from the center of the face to the outer side.

Do not keep the cotton on the same area of skin, but move it around. 
(Cause of problems with your skin or poor health.)

  Add more skin lotion when there is no moisture in the cotton or when the device is difficult to slide.
  Do not apply the device on the same area of skin for more than 10 seconds.
  If you feel your skin tingling by micro current while using the device, press the level switch 
  button and switch to "Low."
  If you still feel your skin tingling, use the device by adding more skin lotion.

When the "Hot Cleanse " mode is finished, press the power 
switch and the "Hot Moisturize" mode will automatically be set.

Indicating timer function
Skin care time is indicated by the buzzer beeping about every 45 seconds as a guide.
[Example of skin care sequence]
Divide the area from your face to décolletage into four zones as shown in the illustration.
By moving the heating dimple head in the order of ①②Both cheeks→③T-zone→④décolletage, 
the whole area can be efficiently and uniformly cared for. 
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2 Press the power switch.
  The Level indicator lamp will be turned on, and the 
  "Hot Moisturize" on the mode indicator lamp will start flashing.  
  When a lamp in another mode is flashing, press the mode 
  switch button and switch the mode.

When the "Hot Cleanse" mode is finished, press the power 
switch and the "Hot Moisturize" mode will automatically be set.

3 Choose "the strength" of electrical potential with the level switch 
 button.
 Switch the "strength" with the Level switch button according to 
 the condition of your skin.
  Every time the Level switch button is pressed, the high and low 
  in the electrical potential will be switched. 
  There will be no change in vibration strength.
  The memory function memorizes the "strength" when the power has been shut off.
  It is recommended that when using the device for the first time or if you feel some discomfort, 
  use the device in "Low."
4 Hold the device with your hand touching the back plate 
 of the body.
  Make sure to hold the body with your hand touching 
  either of the right or left side plates.

5  Apply the head directly to the skin and move it slowly.
  The mode indicator lamp will switch and turn on, and the 
  device will start to vibrate.
  The time for use is within 3 minutes.
 Cautions
 Unless you apply the head to your skin while touching 
 the side plate, the device will not vibrate. 
 (skin sensing function)
 If the head is not vibrating, the device is not working.
 If you leave the device as it is for about 3 minutes without 
 vibration, the device will automatically switch "Off." 
  (Automatic shutoff function)

  Add more skin lotion or other cosmetics when the head does not easily slide.
  Apply the cotton gently to the face and slowly move 
  the device by sliding it from the center of the face to the outer side.

When not using cotton
If you use a gel-like cosmetic (all-in-one type skin lotion for moisturizing) which is difficult to 
permeate the cotton or thick skin lotion in “Hot Moisturize,” you can use this device without attaching 
cotton to the body.
1  Apply a gel-like cosmetic or thick skin lotion that you would normally use onto the head and 
 smoothen it over the entire head with your fingers.

7 After 5 minutes have elapsed, the device will automatically shut off. (Auto shutoff function)
  The finish sound (beep beep) will inform you.
8 Remove the ring and the cotton.
  Wipe off the surface of the head with a tissue.
  Do not use the cotton again once it is used.  It might cause problems with your skin.

Indicating timer function
Skin care time is indicated by the buzzer beeping 
about every 45 seconds as a guide.
[Example of skin care sequence]
Divide the area from your face to décolletage into four zones as shown in the illustration.
By moving the head in the order of ①②Both cheeks→③T-zone→④décolletage, 
the whole area can be efficiently and uniformly cared for. 
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When the "Hot Moisturize " mode is finished, press the power 
switch and the "Hot Mask" mode will automatically be set.

2 Press the power switch.
  The level indicator lamp will be turned on, and the 
  "HOT Mask" on the mode indicator lamp will start flashing.  
  When a lamp in another mode is flashing, press the mode 
  switch button and switch the mode.

3 Choose "level" of electrical potential with the level switch button.
 Switch the "level" with the level switch button according to the 
 condition of your skin.
  Every time the level indicator button is pressed, the high, 
  medium, and low of the electrical potential will be switched. 
  There will be no change in vibration strength.
  The memory function memorizes the "level" when the power has been shut off.
  It is recommended that when using the device for the first time or if you feel some discomfort, 
  use the device in "Low."
4 Hold the device with your hand touching the back plate 
 of the body.
  Make sure to hold the body with your hand touching 
  the back plate.
5   Apply and move the heating dimple head slowly. 
 When using a sheet mask, slide the heating dimple head 
 over the sheet mask.
  The mode indicator lamp will switch and turn on, and the 
  device will start to vibrate.
  The time for use is within 3 minutes.
 Cautions
 Unless you apply the heating dimple head to your skin while touching 
 the back plate, the device will not vibrate. 
 (skin sensing function)
 If the heating dimple head is not vibrating, the device is not working.
 If you leave the device as it is for 3 minutes without 
 vibration, the device will automatically switch "Off." 
  (Automatic shutoff function)

Step 3 Hot Mask (P.20)
(It is recommended that you use “Hot Mask” once a day for milky lotion or once or twice a week for 
sheet mask.)
Fine vibrations and gentle switching of the electrode enhance the effect of milky lotion or sheet mask.
1 Place the sheet mask on your face or apply your regular milky lotion over your face evenly.
  Wipe off the milky lotion on your hands.

  Do not apply the device on the same area of skin for more than 10 seconds.
  If you feel your skin tingling by micro current while using the device, press the level switch 
  button and switch to "Low."
  If you still feel your skin tingling, use the device by adding more skin lotion or other cosmetics.
6 After 3 minutes have elapsed, the device will automatically shut off. (Auto shutoff function)
  The finish sound (beep beep) will inform you.
7 Wipe off the cosmetic on the heating dimple head and the body of the device with a tissue.

Do not keep the heating dimple head in the same area of the skin, but 
move it around. (Cause of problems with your skin or poor health)

Indicating timer function
Skin care time is indicated by the buzzer beeping about every 45 seconds as a guide.
[Example of skin care sequence]
Divide the area from your face to décolletage into four zones as shown in the illustration.
By moving the heating dimple head in the order of ①②Both cheeks→③T-zone→④décolletage, 
the whole area can be efficiently and uniformly cared for. 
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How to use with AC (P.22)
Avoid using in a place where water is splashed such as a bathroom 
or in a place with high moisture. (Cause of electric shocks and short circuits)

1 Connect the power adaptor to the main body and outlet.
  Follow "How to use" (on Pages 14 to 22) for use.
  While the device is being used, the battery indicator lamp will be off.
2 Make sure to pull out the power adaptor from the outlet and the body.

About skin sensing function (P.22)
 This device is a product which operates through the human body.
 Applying the skin to the side plate and the heating dimple head will make an electrical circuit 
 start to operate. Unless you touch the side plate and apply the heating dimple head to the skin, 
 it will not start to operate.
About memory function (P.22)
 This device is equipped with a memory function to store memory of the electrical potential 
 levels of “High,” “Medium,” or “Low”.
 In each usage mode (Step 1 to 3), the device stores memory of the level just before the 
 automatic shut off or the power switch is turned "off."
 If the level switch button is pressed while the device is being used, the electric potential 
 "level" can be switched.
Care for main body (P.24)
 Wipe away makeup attached to the heating dimple head, main body and ring with tissue paper 
 or a cloth.
 When dirt is difficult to remove, wipe it off with a cloth after saturating it with water and wring it 
 thoroughly.

Do not clean the main body with water. Or do not dip in water, 
and do not pour water. (Cause of failure)
Make sure to turn OFF the switch. (Improperly turning on the switch may 
give a tingling sensation or result in malfunction or short-circuit.)

How to preserve (P.24)
 Attach the included protective cap to the main body and store it in a place with little humidity 
 and dust after cleaning it.
 The protective cap can be attached with the ring attached to the main body.

Do not leave in a water splashing area or an area with significant 
humidity, such as a bath. (Cause of short-circuits or failure)

Cautions
Do not leave in an area subject to direct sunlight (inside of a vehicle in summer, etc.) or near heaters. 
(Cause of deformation or discoloration)
 Align the hook with the neck to attach.

Do not keep the heating dimple head in the same area of the skin, but 
move it around. (Cause of problems with your skin or poor health)

  Apply the cotton gently to the face and slowly move 
  the device by sliding it from the center of the face to the outer side.

  Do not apply the device on the same area of skin for more than 10 seconds.
  If you feel your skin tingling by micro current while using the device, press the level switch 
  button and switch to "Low."
6 After 3 minutes have elapsed, the device will automatically shut off. (Auto shutoff function)
  The finish sound (beep beep) will inform you.
7 Wipe off the cosmetic on the heating dimple head and the body of the device with a tissue.

Do not use alcohol, benzene or thinner.  
(Cause of deformation or discoloration)

Do not wind the power cord around the power adaptor or the main body. 
(Cause of damage to cord)
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日立保湿サポート器保証書
保証期間内に取扱説明書などの注意書きにしたがった正常なご使用状態で故障した場合
には、本書記載内容にもとづきお買い上げの販売店が無料修理いたします。
お買い上げの日から下記の期間内に故障した場合には、商品と本書をお持ちいただき、
お買い上げの販売店に修理をご依頼ください。

型　　　　　式 保証期間
平成　　　　年　　　　月　　　　日

本体：１年
※お買い上げ日

※
お
客
様

※
販
売
店

お 名 前

ご 住 所

住　  所
店　  名 

※印欄に記入のない場合は無効となりますから必ずご確認ください。

様
〒

電話　　　　（　　　）

〒

電話　　　　（　　　）

1. 保証期間内でも次のような場合には有料修理となります。
 (イ) 使用上の誤り､または改造や不当な修理による故障または損傷。
 (ロ) お買い上げ後の落下､引っ越し､輸送などによる故障または損傷。
　 (ハ) 火災､地震､水害､落雷､その他の天災地変､公害や異常電圧による故障または損傷。
　 (ニ) 車両､船舶にとう載して使用された場合に生じた故障または損傷。
　 (ホ) 業務用など一般家庭以外で使用されて生じた故障または損傷。
 (ヘ) 本書のご提示がない場合。
 (ト) 本書にお買い上げ年月日､お客様名､販売店名の記入のない場合あるいは字句を
  書き換えられた場合。
2. この商品は持込修理の対象商品です。郵送などで修理依頼された場合の送料などは
 お客様の負担となります。また、出張修理をご希望の場合には、出張に要する実費
 を申し受けます。
3. ご転居の場合は事前にお買い上げの販売店にご相談ください。
4. 贈答品などで本書に記入してあるお買い上げの販売店に修理をご依頼になれない場
 合には、取扱説明書に記載の「お客様ご相談窓口」にご相談ください。
5. 本書は再発行いたしませんので紛失しないよう大切に保存してください。
6. 本書は日本国内においてのみ有効です。Effective only in Japan
この保証書は本書に明示した期間､条件のもとにおいて無料修理をお約束するものです。
したがってこの保証書によって保証書を発行している者(保証責任者)､およびそれ以外
の事業者に対するお客様の法律上の権利を制限するものではありませんので､保証期間
経過後の修理などについてご不明の場合は､お買い上げの販売店または取扱説明書に記
載の｢お客様ご相談窓口｣にお問い合わせください。
お客様にご記入いただいた保証書の写しは､保証期間内のサービス活動およびその後の安
全点検活動のために記載内容を利用させて頂く場合がございますので､ご了承ください。
保証期間経過後の修理､補修用性能部品の保有期間について詳しくは､取扱説明書をご覧
ください。
修理メモ

〒105-8413　東京都港区西新橋2-15-12
電話 お客様相談センター 0120-3121-11

CM-N840
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